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【光分解性】 

・メトキシクロルは太陽光スペクトル

の光を吸収しないため，直接光分

解は受けにくいが、天然水中の溶

存有機物を添加して290 nmを超え

る波長で照射した場合，水中のメト

キシクロルの間接光分解が促進さ

れることが報告されている。 

・天然水中のメトキシクロルの直接

光分解による半減期は2－5時間、

蒸留水中の半減期は4.5ヶ月という

ことが報告されており、これは天然

水中環境下では、直接光分解以外

の光化学反応が生じていると示唆

されている。ただし、水中の表層の

み光分解が起こることから、太陽光

が当たらない水中では光分解しな

いと予期される。 

・メトキシクロルは土壌表層では光分

解すると報告されているが、太陽光

が届かない土壌中では分解しない

と思われる。 

 

【半減期】 

・いくつかの試験においてメトキシク

ロルの土壌中の半減期は7－210

日と報告されているが、試験に制

限があるため、土壌中で残留性が

あるという明確な結論を導くことは

できない。 

 

ヒトへの影響 

・ヒトへの影響について、定量的な毒性評価に

利用可能な情報は得られなかった。 

・国際機関等による発がん性の可能性の分類で

は、IARC、ACGIH及びU.S.EPAにおいていずれ

も ヒ ト の 発 が ん 性 に つ い て 分 類 で き な い

（IARC：グループ３、ACGIH：A4、U.S.EPA：グル

ープＤ）とされている。 

実験動物への影響 

・ラット及びマウスを用いた78週間反復投与毒

性試験の報告があるが、最高用量が最大耐用

量に達しておらず、腫瘍の発生頻度にいずれ

も統計的有意差が認められなかったことから、

発がん性を判断する証拠は不十分である。 

 

【生殖発生毒性】 

ヒトへの影響 

・母乳中濃度と出生男児の停留睾丸の関係を

調査した疫学研究結果が報告されているが、

母乳中濃度については、健康な男児を出産し

たケースとの間に統計的有意差は認められて

いない。 

実験動物への影響 

・ウサギを用いた発生毒性試験（投与期間：妊

娠７日～19日）において、35.5 mg/kg/day以上

で妊娠期間中に母動物の体重増加抑制、食欲

不振、肝臓での青白斑が、発生毒性として、流

産の増加、後期吸収胚の増加、胎児体重の減

少及び雄胎児の割合の減少が認められた。 

・ラットを用いた発生毒性試験（投与期間：妊娠

14日～出生後42日）において、出生児の5 

mg/kg/day以上の雌雄で神経行動への影響

（音反応及び接近反応の減少）、雌で血清卵胞

刺激ホルモン(FSH)の減少が認められた。ま

た、出生児への影響として、5 mg/kg/day以上

の雌で膣開口の早発化、卵巣絶対重量の減

少並びに子宮絶対及び相対重量の減少、雄で

精巣等の重量の減少、生殖細胞数減少等が

・底生生物に対する生態毒性データはない。 

 

【土壌生物への毒性】 

・土壌生物に対する生態毒性データはない。 

 

【昆虫への影響】 

・セイヨウミツバチ（Apis mellifera）に対する48時

間LD50：23.57 µg/bee。 

 

【ほ乳類への影響 】 

・動物実験では、高用量のメトキシクロルが神

経損傷（振戦、痙攣）を引き起こす可能性があ

ることが示されているが、ほとんどの研究では、

生殖器系が最も敏感と報告。 

・その結果として生じる生殖への影響は、エスト

ロゲン又はアンドロゲンの通常の作用が妨害さ

れていることを示している。 

・ラットの発育期及び成体のメトキシクロルへの

食餌暴露は、免疫応答を調節。 

・ラットでの観察は、メトキシクロルが疾患のエ

ピジェネティックな世代間遺伝及び付随する

精子の突然変異を促進する可能性あり。 
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認められた。 

・ラットを用いた２世代生殖発生毒性試験（投与

期間：P世代の交配開始10週間前～F1世代の

試験終了時）において、500 ppm以上の雌雄で

体重減少及び摂餌量の低下（P世代、F1世代）

が認められた。親生殖能について、500 ppm以

上の群で発情周期の延長（F1世代）、着床部

位数の減少（P世代、F1世代）、受胎率の低下

（F1世代）、出生児数の減少（P世代、F1世代）

が認められた。精子検査では、1500 ppm群で

精巣の精子頭部、精巣上体の精子数減少（P

世代、F1世代）が認められた。F1世代の性成

熟について、500 ppm以上の雄で包皮分離の

遅延、雌で膣開口の早発化が認められた。 

 

【神経毒性】 

ヒトへの影響 

・メトキシクロル約15 mgを含む市販製品を摂取

した男性において、痛みや言語による刺激に

反応せず、蒼白及び大量の発汗が認められた

との報告がある。 

実験動物への影響 

・ウサギに430 mg/m3の濃度で４週間吸入曝露

した試験では、後肢麻痺及び大脳皮質の播種

性結節が認められた。ラットへの1000 

mg/kg/day以上の単回経口投与において、自

発運動の減少、振戦、流涙、流涎、鼻出血、呼

吸困難、下痢、痙攣、麻痺等の神経毒性が認

められた。イヌに1000～4000 mg/kg/dayの用

量で8～24週間経口投与した試験では、不安、

神経過敏、唾液分泌の増加、振戦、痙攣、死

亡等が用量依存的に認められた。 

 

【発達神経毒性】 

実験動物への影響 

・妊娠マウスに20 mg/kg/dayを妊娠11日から出

生８日まで強制経口投与した試験において、

対照群の出生児にみられた行動反応の性差
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が投与群では減少又は差が認められなくなっ

た。 

 

【免疫毒性】 

実験動物への影響 

・ラットに妊娠７日から授乳期まで1,500 ppmの

用量で混餌投与し、出生児の胸腺への影響を

調べた試験において、児動物の胸腺リンパ球

の成熟を損なう可能性及び出生後の胸腺萎縮

につながるアポトーシスの促進が示唆されてい

る。 

・ラットを用いて最高1,000 ppmの用量で２世代

の免疫毒性を調べた混餌投与試験（投与期

間：F0世代 妊娠7日～分娩後51日まで、F1世

代雌雄 生後64日まで）の結果、ラットの発生

期及び成体の各種リンパ細胞数やNK細胞の

活性において増減が認めらた。これらは一定

の方向性のある変化として認められないもの

のであるが、免疫応答を調節するものと考えら

れた。 

・性成熟期の雌アカゲザルに最高50 mg/kg/day

の用量で投与した試験で、白血球数や各種リ

ンパ細胞数、 NK細胞のバイオマーカ等の免

疫学的影響は認められなかった。50 

mg/kg/dayの群の大腿骨において対照群と比

較して骨量の減少が認められた。 

 

【内分泌かく乱作用】 

実験動物への影響 

・in vivo試験及びin vitro試験の結果から、メトキ

シクロル及びそのビス-ヒドロキシ代謝産物

が、エストロゲン受容体及びアンドロゲン受容

体の一方又は両方に作用し、種々の内分泌か

く乱作用を発揮することが示唆されている。 

 

【体内動態】 

・吸収及び分布に関する詳細データは得られて

いない。マウス及びヤギを用いた放射性標識
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をしたメトキシクロルを単回経口投与試験か

ら、投与量のほとんど（82～90％）が消化管で

吸収されると考えられる。 

・主に肝臓で脱メチル化反応により代謝され、動

物では、主に糞便中に速やかに排泄されるこ

とが示されている。 
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nmの波長の光では脱塩素化物が

検出されなかった。なお、脱塩素化

物について、デクロランプラスの１

～４つの塩素原子が水素原子に置

換した生成物が検出されている。こ

れにより、環境中においては光安

定性があり、地表における自然光

の下でのみ限定的な分解を生じる

と示唆される。 

・自然条件下では空気中粒子への

収着により光分解速度が低下し、

空気中の半減期が長くなると考え

られる。 

 

【半減期】 

・水、土壌、底質における推定半減

期はそれぞれ180、3650、1621日と

予測される。 

・モニタリングデータでは、底質にお

ける半減期は17年と報告されてい

る。 

・モデルシミュレーションによる推定

ではデクロランプラスの半減期は

1325-2948日との報告がある。 

 

・TMF：水生食物網：＜１、陸生食物網：＞１

（廃棄物再生処理場の池、昆虫-ヒキガエ

ル、昆虫-トカゲ、昆虫-鳥など） 

・BMF：カエル-昆虫：1.8～2.7（南中国の電子・

電機製品リサイクル工場近傍の貯水池） 

・TMF：水生食物網：1.9-3.1（中国） 

・BMF：陸生生物：＞１ 

 

ヒトへの影響 

・国際機関（IARC,EU）等による発がんの分類は

なされていない。 

実験動物への影響 

・動物を用いた発がん性試験情報はない。 

 

【生殖発生毒性】 

ヒトへの影響 

・血清中濃度と性ホルモンの関連を調査した疫

学研究において、女性では血清中濃度と卵胞

刺激ホルモンの間に負の、男性ではanti-異性

体とテストステロン濃度との間に正の関連が認

められたが、当該研究は交絡因子として月経

周期が報告されていないことから、女性のデー

タには制限があるとされている。 

実験動物への影響 

・ラットを用いた反復投与毒性試験と生殖発生

毒性スクリーニング試験の併合試験において、

最高用量（5,000 mg/kg/day）まで雌雄親動物

の生殖又は受胎能への影響及びF1出生児に

対する発達への影響は認められなかった。 

 

【免疫毒性】 

実験動物への影響 

・マウスを用いた10日間強制経口投与試験（最

高用量5,000 mg/kg/day）において、免疫系の

シグナル伝達経路に関与する遺伝子発現の有

意な変化が認められたが、それ以外の免疫影

響は調べていない。 

 

【内分泌かく乱作用】 

ヒトへの影響 

・複数の疫学研究において、血清中濃度と甲状

腺ホルモン又は性ホルモンとの関連が認めら

れているが、いずれの研究も、甲状腺の機能

変化又は性ホルモン濃度と生殖発生の機能的

変化について解析されておらず、ホルモンレベ

ルや遺伝子発現以外のヒトへの健康影響が生

・デクロランプラスは魚類の血液脳関門を通過

できること、anti-体は肝臓と比較して脳での残

留性が高いことが報告。 

・コイ仔魚を用いた1、15、30日間の暴露試験

（30、60、120 µg/L）でストレス反応と脳及び肝

臓の組織病理学的変化が観察。60、120 µg/L

で細胞異常率が増加（15、30日間暴露群）。肝

臓では輪郭不明瞭、空胞化、核溶解が、脳で

は、顆粒層、核細胞構造、配列の乱れ、微小血

栓性赤血球の異常、グリア細胞、結節の増加

が観察。以上より、デクロランプラスは肝臓と脳

の代謝を混乱させ、抗酸化酵素活性を阻害し、

脂質過酸化を増加させ、炎症を促進し、細胞ア

ポトーシスを誘導することが観察。 

・底生生物に対する慢性暴露試験はない。 

 

【土壌生物への毒性】 

・ミミズを用いた14、28日間試験において、アセ

チルコリンエステラーゼ及びセルラーゼ活性は

低用量でも大幅に低下。神経毒性効果も観察。

これらを踏まえた28日間NOECは<0.1 mg/kg。 

・ミミズに対する長期間の毒性試験はない。 

 

【ほ乳類への影響 】 

・マウスの肝機能を損なう可能性が示唆。 

・低用量ではインスリン分泌が変化したが、高

脂肪食と組み合わせると耐糖能障害も誘発。 

・マウスではインスリン抵抗性に関連するバイオ

マーカーの変化に加え脂肪細胞の機能不全

が観察。 
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じたかについては確認できなかった。 

 

【体内動態】 

・ラットにおいて、デクロランプラスは消化管から

ほぼ吸収されず、主として肝臓と卵巣に分布す

る。また、疫学研究において母体血清、胎盤及

び臍帯血清サンプル中のデクロランプラスを測

定した結果、デクロランプラスが母体組織から

胎児組織に移行する可能性が示されている。 

・代謝に関する情報は得られなかった。 

・動物では、消失半減期は血清で24～25日、筋

肉で44日、肝臓で179日であり、主に糞便中に

排泄され、尿中にはほとんど排泄されない。 

 

 

  





 

10 
 

造類似物質M1（CAS：84268-36-0）

の嫌気的条件下：238日、好気的条

件下：248日） 

 

デルタにおける9種の野生淡水魚及び河川

水サンプル） 

 

・イヌを用いた90日間反復投与毒性試験におい

て、60 mg/kg bw/day以上の雌で軽微から中等

度の子宮の萎縮、30 mg/kg bw/day以上の雄

で精子形成異常、前立腺の萎縮が認められ

た。 

 

【内分泌かく乱作用】 

・ツーハイブリッド組換え酵母バイオアッセイの

結果、CYP3A4による代謝活性化の後に暴露し

た時、0.25 µMで有意な抗アンドロゲン作用の

亢進を誘発し、UV-328の代謝物によるアンドロ

ゲン作用抑制率は17.1 ± 3.0%から40.7 ± 

4.9%に増加した。ヒト肝ミクロソームによる代謝

活性化の後、抑制率の顕著な増加 (28.0 ± 

6.3% から 43.3 ± 1.5%) も確認された。なお、

同様の別のin vitro研究では、エストロゲン活

性は確認されなかった 

 

【体内動態】 

・哺乳動物における生物学的利用能の予測モデ

ルによれば、UV-328は経口投与後に胃腸管

である程度吸収される可能性が高いと予測さ

れている。 

・肝臓が主な代謝部位であると予想され、主に

腎臓を経由して排泄されると考えられる。 

・ヒトにおける代謝と動態に関する複数の研究

結果より、血液中のアルブミンとの結合能、低

い代謝クリアランス、尿中への遅い排泄との特

性から、UV-328は生物蓄積性を有することが

予測され、ヒトにも蓄積する可能性が示唆され

ている。 

・３人の成人ボランティアに0.3 mg/kg bwの用量

で経口投与した結果、72時間後の尿中には

投与用量の約0.1%のみがUV-328及び代謝物

として排泄された。 

 


